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＜連絡事項＞

・中間サマリー記載を3/16（日）を目途に行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・木村　修武様～退院請求について精神保健福祉センターより電話あり、後日職員が来院されるそうです。

・助川　節子様～明日（3/8）11:30から家族面談予定です。外来で行うのでスタッフはカルテを持っていくようにしてください。下平PSWより主治医へ確認した所、ご家族様の受け入れ態勢整い次第、退院許可との事です。

・川村　和則様～本日診察にて、PL顆粒（総合感冒剤）FK散（健胃消化剤）処方となっています。

・佐々木　栄子様～長男様、アルコールを相当量摂取するとのことです。アルコールを摂取した状態で面会に来られることありますので、次回面会時に「アルコールを摂取した状態では来院されても面会は出来ない」ことを伝えるようにして下さい。

・駒木　学　様～退院に向けて、下平PSW付き添いでデイ見学されています。退院前療養指導として今後バスの利用などを看護・下平PSW付き添いにて実施していく予定です。

　　　　　　　　3/13 14:00から市営住宅説明会のため外出予定です。

・安達　貴浩様～本日、歯科受診し頓服でヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・米田　キノエ様～最近の状態について

· 部屋の位置が分からず自室へ戻れない　

・急にかつらをつけ始めた

・コップでうまく水が飲めない　

・感情失禁　　

・電話要求が多くなってきた　　

・入浴拒否傾向（入浴しても、入浴後脱衣所で何かを探すような動き）　

・オートドアの前で立っている

　　　　　　　　　等の行動の変化が見られてきていますが、認知能力の低下なのか躁転してきているのか判断に難しい状態です。今後も変わった様子があれば記録に残して主治医に状態が伝わるようにしてきましょう。また、オートドアの前に立っている事があるのでスタッフは出入に注意し離院のないように所在確認を怠らないようにして下さい。

・澤　昌利　様～気分高揚している様子が見られています。また「病院の居心地がよくなってきた。家に帰りたくない。」などの発言聞かれています。スタッフはいつも通りに対応し、気分を高めるような、楽しませるような対応は控えるようにして下さい。

・藤井　孝蔵様～最近、興奮や不穏となる事ありませんが、流涎著明・歩行時ふらつき見られる事あります。また、いつものような奇異な歩き方で突然走り出す等の動きもあります。引き続き要観察し、転倒にも注意して関わって行きましょう。

・杉澤　恵子様～3/4朝食時、パンを盗食し詰まらせた事について意見交換しています。

　　　　　　　　○現在は主治医指示にて他者と食事の時間をずらして摂取していただいている。

　　　　　　　　本人の状態・スタッフ側の対応は？

　　　　　　　　・説明に対して理解無く、盗食してでも食べたい欲求が抑えられない。

　　　　　　　　・レベル低下が著しいのでは？（症状は治療により改善するが、低下した人格や生活能力のレベル低下はなかなか改善できないのではないか？）

　　　　　　　　・出来るだけ目を離さない。

　　　　　　　　・食事時、スタッフ配置を検討する。

　　　　　　　　・転等のリスクが大きかったため、スタッフの意識が転倒防止に集中していたが、盗食に対する問題点も大きく捉えるべきだった。

　　　　　　　　等の意見が出ています。

　　　　　　　　杉澤様に限りませんが、１人の患者様の問題点は１つだけではないので広い視野で捉える。また、１度起きた事は２度起こりうることを意識して注意を払うようにして下さい。

・七戸　キミ様～最近の様子について

　　　　　　　　・起きてこない（自室にこもりがち）

　　　　　　　　・声が小さい（ぼそぼそと話す）

　　　　　　　　・日課（洗面など）うまくできない

　　　　　　　　・コップの水をこぼしている（床に撒いている？）

　　　　　　　　↓

　　　　　　　現在の問題点として

　　　　　　　・今朝、拒薬があった。

　　　　　　　　再三の説明にて口に入れるも、口腔内に隠し飲み込まない状態。

　　　　　　　○薬物療法（服薬調整中なので重要な時期と捉えて）がスムーズに出来ていない。

　　　　　　　　

　　　　　　　　↑

　　　　　　　具体的にどのようにしてく？

　　　　　　　・服薬後、調子を尋ねるなど話し掛ける→返事で口の動きを確認

　　　　　　　・服薬後、口を開けてもらい口腔内の確認「薬を飲めているか確認の為に」と率直に話す。

　　　　　　　○服薬の重要性を説明し、服薬確認をしていく。

　　　　　　　　問題点をダイレクトに本人へ伝える事も必要。

　　　　　　　等の意見が出ています。

　　　　　　　また、その他の問題点として

　　　　　　　体重減少→現在ホールで摂取していただいていますが、毎食2/3程度の摂取量で全量摂取する事はありません。体重が減ってきている事を説明し、摂取できるよう促していく事も必要では？との意見あります。引き続き、摂取状況の観察をし、摂食を促して行きましょう。













